
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

合計

70

8

○ ○

○

8

1

○ 1

1

1

○

12

1

8

○

○

8

○ ○

【知識・技能】
・主張と根拠など情報と情報との関係について理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り込む態度】
・論理的に読むことに興味をもち、具体と抽象、対比の関係、主張と根拠の関係
をとらえる学習に意欲的に取り組もうとしている。

〇

【知識・技能】
・文、文章の効果的な組み立て方や接続のしかたについて理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に学習に取り組み、説明のしかたをとらえようとしている。

〇 〇 12

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

現代の国語

配当
時数

（１組：松本　　　　）

【 知　識　及　び　技　能 】実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 現代の国語 2

（２組：福間　　　　）（３組：松本　　　　）（４組：福間　　　　）（５組：松本　　　　）

態

現代の国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的に考える力や他者との関わりの中で伝え
合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深
めたりすることができるようにする。

３
学
期

○

○ ○

定期考査
○ ○

【知識・技能】
・文、文章の効果的な組み立て方や接続のしかたについて理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展開などについて叙述をもとに的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に学習に取り組み、説明のしかたをとらえようとしている。

○○

○ ○

【知識・技能】
・主張と根拠などの関係について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の展開を的確にとらえ、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の主張をふまえて、「現代の国語」の学習に積極的に取り組もうとしてい
る。

○ ○

○

２
学
期

○

１
学
期

・筆者の主張とそれを支える根拠について考え、その説得力に
ついて自分の考えをもつ。（知識・技能）
・筆者の主張をふまえて、今の時代をどのように生きていく
か、高校生活で何に取り組むかなどについて、自分の考えを深
める。（思考力・判断力・表現力）
・筆者の主張に対して積極的に自分の意見を述べ、「現代の国
語」の学習について具体的な抱負をもとうとする。
（主体的に学習に取り組む態度）

「『変わる』ことを楽しもう」
ワークシート
グループワーク

「コミュニケーションは技術だ」
ワークシート
グループワーク

○

○

定期考査

・順序を表す言葉や接続表現の働きを十分に理解し、自分で例
文を考えて使うことができるようになる。（知識・技能）
・問題提起とそれに対する答えの部分を的確に理解し、その答
えに対する自分の意見をもつ。
・二つの図と本文の関係を理解し、図を用いることの効果を考
える。（思考力・判断力・表現力）
・順序を表す言葉や接続表現に関心をもち、自分で例文を書い
たり、ほかの文章から探したりして、学んだことを生かそうと
する。（主体的に学習に取り組む態度）

「人間はゴリラとチンパンジーの
どちらに近いか」
「ナンバーワンか、オンリーワン
か」
ワークシート
グループワーク

・二つの実験結果と筆者の主張の関係を把握し、実験結果を示
すことの効果や説得力について考える。（知識・技能）
・提起された問題を的確に理解し、それに対する筆者の答えを
把握する。
・一般的な考えを示しておいてから、意外な事実を示す、など
の構成展開の工夫を理解する。（思考力・判断力・表現力）
・説明のしかたに関心をもち、接続表現などを用いた例文を自
分で書こうとする。（主体的に学習に取り組む態度）

「生きることと食べることの意
味」
ワークシート
グループワーク

○

定期考査

・さまざまな具体例やエピソードの意図をとらえ、さらに自分
でも具体例を考える。（知識・技能）
・比喩的な表現を用いたことの効果や味わいについて考える。
・筆者の修辞技法と思索の深まりについて考察を深める。（思
考力・判断力・表現力）
・「水の東西」以外の文章においても、具体と抽象の関係など
を見出そうとし、筆者の主張を把握する手がかりとしようとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

「水の東西」
「情報の力関係」
ワークシート
グループワーク

『新編　現代の国語』大修館書店

国語

論理的に考える力や他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

言葉が持つ価値への認識を深めるとともに、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

9

・筆者の主張に対して、その根拠を吟味し、批判的に検討す
る。（知識・技能）
・筆者の体験と「コミュニケーション」との関係に着目し、筆
者の主張の展開のしかたを的確にとらえる。
・「スポーツ」と「コミュニケーション」の共通点を的確に読
み取り、「スポーツ」の例の意図を理解する。（思考力・判断
力・表現力）
・筆者の主張と自分の体験や意見を関連づけ、具体的な自分の
目標につなげようとする。（主体的に学習に取り組む態度）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
・主張と根拠などの関係について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の内容や構成、論理の展開を的確にとらえ、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆者の主張をふまえ、コミュニケーションに前向きに取り組もうとしている。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○○

知

〇

定期考査
○ ○

○ 〇

・主張と根拠の関係を理解し、自分でも例文を考える。
・具体と抽象の関係を理解し、自分でも例文を考える。（知
識・技能）
・文章の内容や構成、論理の展開を理解し、自分でも適切な例
文を考える。（思考力・判断力・表現力）
・論理的に読むことに強い興味をもち、教科書以外の文章に
も、主張と根拠、具体と抽象、対比の関係などを見出そうとす
る。（主体的に学習に取り組む態度）

「オカピの胃袋はいくつか」
「商品と贈り物の違い」
ワークシート
グループワーク

・筆者の主張に対して、ロブマイヤーの実験が
根拠になっていることを理解する。（知識・技
能）
・図の内容と筆者の主張との関係を理解し、そ
の効果や説得力を吟味する。（思考力・判断
力・表現力）
・図との関係に注意しながら、筆者の主張を読
み取ることに強い興味をもち、コミュニケー
ションにおける表情の役割について、考えを深
めようとする。（主体的に学習に取り組む態
度）

「世界は私にほほえんでいる」
「どこもかしこもプラスチッ
ク！」
ワークシート
グループワーク

〇 ○

【知識・技能】
・主張と根拠など情報と情報との関係について理解
している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章や図を相互に関係づ
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、文章
の構成や論理の展開
について評価したりし、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・図との関係に注意しながら、筆者の主張を読み取
ろうとしている。

〇 〇 〇

【知識・技能】
・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方につい
て理解している。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえて、内容や構成、論理の展開など
について叙述をもとに的確にとらえ、要旨
や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、具体や抽象、対比の関係をとらえようとしてい
る。

〇 〇 〇

○ ○

定期考査


